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活動テ

ーマ 
「伊勢河崎商人館」における展示計画を通じた景観まちづくり活動の推進 

実施期

間 
平成 28 年 7 月 1 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日 

活動内

容 

（１）具体的な活動実施内容 

 全体的に実施計画書の通りに活動を実施することが出来ました。 

 具体的な活動は、以下の通りです。詳細については、報告書を作成済みであ

り、添付しますのでご覧下さい。                     

①伊勢河崎町並み再現模型の作成 

 表現方法等に関する以下の条件を設定して、勢田川河川改修以前の伊勢河崎

の歴史的町並みを再現する模型を作成しました。 

・再現時期：七夕豪雨のあった昭和 49（1974）年以前とする 

・再現範囲：伊勢河崎旧環濠地区内とする 

・模型縮尺：縮尺 1/400 とする 等 

 

写真 伊勢河崎町並み再現模型 

 

 



②解説パネル群の作成 

 伊勢河崎町並み再現模型を紹介する解説パネル群を作成しました。 

 具体的には、A1・３枚から構成することとし、勢田川河川改修以前の町並み

の特徴、河川改修による町並みの変化、模型制作の趣旨、町並み再現模型の見

どころ等について解説をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 伊勢河崎町並み再現模型解説パネル群 



③町並み再現模型と解説パネル群の展示 

 共同実施者である NPO 法人伊勢河崎まちづくり衆の協力を得て、作成した町

並み再現模型と解説パネル群を現地に搬入し、伊勢河崎商人館において展示を 

行いました。展示は常設展示としています。 

写真 伊勢河崎商人館における展示の様子 

 

 



④伊勢河崎「新・蔵くら談義ⅩⅢ」における発表 

 平成 29 年２月５日に開催された伊勢河崎商人館における公開シンポジウム

（伊勢河崎「蔵くら談義ⅩⅢ」）において、参加した地元関係者、伊勢河崎ま

ちづくり衆等に対して、作成した町並み再現模型と解説パネル群について発表

しました。おかげさまで参加者からは高い評価を受け、多くの方に関心を持っ

て頂くことが出来ました。 

 

 

写真 伊勢河崎「新・蔵くら談義ⅩⅢ」の様子 

 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与，広がり） 

 現在、伊勢河崎地区は、伊勢市景観計画にもとづいて歴史的町並みを保全す

るために重点地区に指定する方向で、伊勢市と地元関係者の間で協議が進んで

いる最中です。今回の地域貢献活動を通じて、来年度に予定している重点地区

指定に向けて、伊勢市の担当者と地元関係者が伊勢河崎の町並みの歴史的・文

化的価値について改めて理解し、今後、町並み保全活動を推進する上で、町並

み再現模型と解説展示パネル群は、大いに役立つと思われます。 

 

（３）共同実施者との連携状況  

 共同実施者である NPO 法人伊勢河崎まちづくり衆とは、現地における町並み

調査の実施、町並み再現模型と解説パネル群の内容の検討、展示、公開シンポ

ジウムの開催に至るまで、十分に連携することが出来ました。成果物について

は、まちづくり衆からも高い評価を受け、大変に感謝をして頂いています。 

 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

 今回のプロジェクトは、浅野研究室の大学院博士前期課程１年生の上田拓也、



高田直紀の両君に中心的に取り組んでもらい、模型制作には４年生も参加しま

した。大学院生にとっては、町並み調査から模型作成の検討と作成、報告書の

編集に至るまで、都市デザインや景観デザインについて実践的に研究する有意

義な演習課題になったと思われます。この春の建設コンサルタンツ会社の就職

面接時に、このプロジェクトをポートフォリオ（作品集・業績集）の中に取り

込んで説明した際に、研究面と社会貢献面の両方で面接者から高い評価を受け

たとのことです。（おかげさまで本人は内定通知を頂けました。） 

 

（５）イベント等開催実績（名称，実施場所，参加人数等） 

 前述の通り、今回のプロジェクトの発表の場として、以下の展示会と公開シ

ンポジウムを開催し、おかげさまで盛況となりました。 

 

名  称：展示会 伊勢河崎・歴史的町屋リノベーションモデル事業 2016 

日  時：平成 29 年２月２日（木）〜２月６日（月） 

実施場所：伊勢河崎商人館角吾座（国登録有形文化財） 

 

名  称：伊勢河崎「新・蔵くら談義ⅩⅢ」-空き家×まちづくりフォーラム- 

日  時：平成 29 年２月５日（日） 

実施場所：伊勢河崎商人館角吾座（国登録有形文化財） 

参加人数：約 60 名 

 

（６）これまでの取組みによって得られた具体的な成果について 

 これまでの取組みによって得られた具体的な成果としては、以下の通りです。

①伊勢河崎商人館の入館者に対する伊勢河崎地区の歴史・文化・景観に対する

ガイダンス効果が生まれていること 

②特に1970年代の勢田川河川改修以前のかつての歴史的町並みを模型として再

現することにより、勢田川、本通り、河崎三橋、河辺七種神社、伊勢河崎商人

館（旧小川酒店）、歴史的建築物（町屋・蔵）、世古、環濠、船着き場といった

河崎地区の景観を特徴づける歴史的要素について、直接理解できること 

③地元のまちづくり検討会や公開シンポジウムの場で、まちづくりを検討する

資料として有効に活用され始めたこと 

④以上の成果を通じて、現在、伊勢市と地元関係者で協議中の重点地区指定の

際の地元合意（意思決定）への後押しとなることが期待されること 

 


